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審 査 の 結 果 の 要 旨
　この論文で提示された D－ブレーンの描像は全く新しいものである。この描像を用いれば D－ブレーン
という対象をより基本的に理解することが出来ると考えられる。また，この構成は開いた弦のタキオンモー
ドに関して新しい見方を提供する。これを用いてタキオンのポテシシャルに相当する量を閉じた弦の BRST
不変性の要請から決定することが出来る。タキオンは弦理論を宇宙論に応用する際に重要な役割を果たすの
で，これらの結果は応用上も重要であると考えられる。
　OSp不変な場の理論はこれまであまり研究されてこなかったが，この論文はこの理論に関しても新しい見
方を提供している。この理論を超弦理論の場合に拡張することによって，長年研究の進んでいない閉じた超
弦の場の理論の研究が進展することが期待される。
　この論文は共同研究の結果であるが，馬場氏はその中で非常に大きな役割を果たしてきた。
　これらの理由によりこの論文は博士論文として優秀なレベルにあるものと判断する。
　よって，著者は博士（物理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
